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医
療
施
設
内
の
情
報
化
の
基
盤
整
備
完
了 

・地域医療連携の充実

・遠隔診療支援の普及

現 状   平成１３年度  平成１４年度   平成１５年度   平成１６年度   平成１７年度   平成１８年度

情報システム 

普及率 

○オーダリング 

 31.1% 

○電子カルテ 

 1.1% 

平成１２年度 
補正予算 

院内情報化推進 

医療用語・コード

の標準化 

クリティカルパ

スを相互に共有、

利用するシステ

ム開発 

医
療
施
設
の
情
報
化 

完了 

完了 
医療施設間のネットワークへ発展 

・医療機関における部門

間連携の改善 
・チーム診療の充実 

カルテの 
外部保存 

個人情報保護 

医
療
施
設
ネ
ッ
ト
化 

医
療
情
報
の
有
効
活
用

整備完了 

制度整備 

ネットワーク 
セキュリティ技術 

電子カルテ導入

モデル事業 
 

地域医療施設の 
ネットワーク化 

 
診療ガイドライン 
主要５疾患完成 

Ｅ
Ｂ
Ｍ
支
援 診療ガイドライン

作成支援

主要疾患のガイド

ラインを逐次作成

ＥＢＭデータベース

医療情報提供 
開始 

最新の科学的根拠に基づく医療情報

を速やかに診療の現場や国民に提供 

診療情報 
データベース 

 
地域医療連携に利用 

保健医療情報 
データベース 

 
大量に蓄積された医学情報

の分析を行い保健医療行政

や臨床研究に活用 

ＥＢＭデータベース 
臨床データを活用した 
双方向性のデータ 
ベースへ発展 

主要２０疾患

のガイドライン

完成

中間目標 
全国の二次医療圏毎に少な

くとも一施設は電子カルテ

を導入するよう普及を図る。

特に、地域連携医療の核とな

るような病院（地域医療支援

病院、臨床研修指定病院等）

が導入するよう推進する。 

目標 

・ ４００床以上の 
病院の６割以上 

・   全診療所の６割以上 

医
療
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
新
た
な
基
盤
整
備
の
開
始 

医 

療 

情 

報 

活 

用 

の 

高 

度 

化 


